
決 算 の 概 要 

（１） 決算額の比較 

    本年度決算額と前年度に対する比較増減の主なものは、次のとおりである。 

  ① 事業活動収入 

生徒納付金 生徒数 52名減（高校△53 名、中学+1 名）により 427,964千円とな

った。前年度比 86.7％（65,900千円の減収） 

※ 生徒減による納付金減と、授業料減免費（従来、授業料に振替）

分を補助金収入として経理処理したことが原因と考えられる。 

補 助 金 静岡県経常費補助金額は 424,764 千円であった。前年度比 96.4％

（15,969千円の減収）※ P26「経常費補助金に関する調」参照。 

※ 授業料減免費（40,254,825円）が単独の補助金として支給され

経常費から除外されたことが減収の原因と考えられる。 

一人当り単価は増額 高校 422,794円、中学 434,295円 

資産運用収入 有価証券等運用益は 66,561千円。前年度比 111％（6,625千円の増） 

特別収入の部 資産処分差額 11,681千円計上 

   以上の結果、事業活動収入合計は 1,021,605千円となった。前年度比 88.5％（133,077

千円の減収） 

② 事業活動支出 

人 件 費 673,063 千円（給与等ベースアップ・昇給を含む）となった。前年

度比 97.9％（14,655千円の減額） 

教育研究経費 181,174千円。前年度比 58.5％（128,689千円の減額） 

奨学費 33,174千円。前年度比 29.4％（79,758千円の減額） 

※ 授業料減免費除外及び特待生の就学支援金等の受給による奨学

費減が原因と考えられる。 

管 理 経 費 32,330千円。前年度比 37.9％（52,937千円の減額） 

補助活動費 9,834千円を計上。 

   以上の結果、事業活動支出合計は 966,157千円となった。前年度比 87.7％（134,840

千円の減額） 

 ③ 基 本 金 

    第１号基本金において中学の部の組入額は 4,849千円、高校の部は 41,305千円の

組入額であった。その結果、前年度繰越額 4,972,612 千円とあわせ 5,018,766 千円

となった。第 4号基本金は変わらず 83,000千円である。 

 ④ 翌年度繰越収支差額 

    以上の結果、基本金組入前当年度収支差額 55,448 千円から基本金 46,154 千円を

組み入れ当年度収支差額は 9,293 千円となった。翌年度繰越収支差額は前年度繰越

収支差額 18憶 7,085万円に当年度収支差額を加え、18憶 8,014万円となった。 


